
 

 

 

 

令和７年７月１６日 白川郷学園 保健室 
 

７月１１日（金） 授業参観日に、３年生でいのちの教育を行いました。助産師である長田直子さんから、命の大切

さを感じの命を大切にすることや、わたしたちは生きているだけですごいのだから、自分に自信をもって様々なことに

挑戦していこうというメッセージを、命が生まれる場に立ち会う助産師さんから子どもたちにいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～保護者の方へ～ 

性に関することは、「教えなくてもそのうち覚えるから教えなくていい。」という声を耳にすることもあります。しかし今

の時代、子ども達はどこから情報を得るか分かりません。ネット上には誤った情報もたくさんあります。考えたくないけ

れど、正しい知識がないせいで事件に巻き込まれることもあるかもしれません。学校と家庭が連携して正しい情報を

伝えていく中で、正しい知識やスキルを身に付けてほしいと切に願います。学校での授業をきっかけに、ぜひご家庭で

性に関することついて話題にしていただけたら幸いです。 

～わたしたちの“はじまり（受精卵）”～ 

黒い画用紙に針で穴をあけました。受精卵の大きさは 

わずか約０．１㎜です。自分の始まりの大きさを知り、こ 

んなに小さかった自分がお母さんのお腹の中で１０か月 

かけて大きくなり、元気な姿でここにいる素晴らしさを実 

感しました。 

３年生 助産師によるいのちの教育 
『かけがえのない 』について学習しました 

赤ちゃんはお母さんのお腹の中で、肺呼吸をして

いないため、生まれるとすぐに自分で初めての肺

呼吸をするため、「オギャアー！！！」と産声をあげま

す。今回は、担任の大坪先生が赤ちゃんの生まれ

てくる道（産道）の体験をし、みんなで「オギャア 

ー！！」と叫びました。 

最後に、３年生教室に居る人たち全員で手を繋

ぎ、心の中で「ありがとう」など感謝の気持ちを伝

え合いました。どんな瞬間でも出会っていること、そ

れも“奇跡”です。当たり前にすぎていく日常です

が、ささいなことにも「ありがとう」という気持ちをも 

って生活ができるとよいですね。 


